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緬
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鵬
滋
凪
と
靴
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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
鎌
倉
は
節
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
薯
及
を
職
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
☆
弔
の
四
隣
的
の
た
め
に
次
の
寮
’
業
を
粁
∵
フ

e
　
毎
月
一
同
研
究
曾
を
開
く

コ
　
毎
年
公
開
講
減
愈
を
鞘
く

剛
管
高
「
墓
研
窪
を
馨
す
る

［
、
本
量
見
の
寒
業
を
潅
仁
制
一
ヲ
る
た
め
に
倭
脳
貝
伸
右
干
名
キ
一
お
く
、

婆
慣
輿
は
一
二
都
大
鷺
折
隅
學
糾
敏
官
及
び
委
悶
嬢
倉
に
お
い
て
漁
濫
聡

　
し
た
者
に
委
囑
す
る

［
、
本
會
臼
ほ
奇
一
4
繊
ハ
日
当
轍
脳
と
し
、
曾
磁
貝
に
は
瀞
貧
魯
轄
の
翻
限
ヰ
凱
眠
け

　
な
い
、
攣
校
・
直
書
館
・
其
他
の
…
醐
髄
は
醐
難
の
名
を
以
て

入
魯
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
魯
員
は
曾
費
と
し
て
年
一
、
〇
二
〇
圓
、
又
は
牟
年
五
一

〇
園
を
前
納
す
る

　
、
禽
口
員
は
曾
鷲
陶
の
配
布
を
瓢
X
け
、
愈
【
靴
恥
に
鞠
鱒
告
門
す
る
詩
種
の

行
帯
に
出
回
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
購
潜
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

｝
、
本
禽
編
規
約
の
改
叩
此
雛
瓶
更
は
荻
脚
隅
貝
・
曾
の
決
議
に
よ
る

京
都
聖
駕
會
役
員

委
員
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哲
畢
研
究
　
第
四
百
三
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五
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五
醤

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
他
律
即
自
律
と
し
て
の
「
自
己
な
ら
ぬ
自
己
」
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
働
き
に
於
て
最
早
自
己
中
心
よ

り
紳
中
心
に
改
革
さ
れ
て
、
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
小
敏
理
…
問
答
」
（
盟
6
≦
①
露
ヨ
貯
。
。
行
霞
ω
7
0
冨
巽
O
簿
①
。
課
ω
ヨ
）
に
記
さ
れ
て
居
る
様

に
「
紳
の
榮
光
を
あ
ら
は
し
、
紳
を
永
遽
に
悦
ぶ
し
器
と
な
る
。
然
ら
ば
、
こ
の
様
な
神
に
從
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
聯
を
讃
美
す
る
自
由

を
得
る
と
云
ふ
、
自
律
即
他
律
を
基
礎
づ
け
る
「
紳
律
」
は
自
然
的
秩
序
と
昌
的
論
的
秩
序
に
如
何
な
る
具
髄
的
解
答
を
あ
た
へ
る
か
、

こ
れ
は
新
し
い
論
題
と
し
て
後
日
の
機
禽
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
少
な
く
と
も
私
は
カ
ル
ビ
ン
の
O
び
犠
ω
餓
の
ほ
僧
Φ
村
①
嵩
ぴ
q
．
貯
ω
仲
凶
ε
江
。

の
内
に
詮
か
れ
て
居
る
聖
定
（
伽
Φ
O
圏
。
①
）
と
一
般
忽
寵
（
o
o
ヨ
ヨ
O
切
α
q
舜
。
Φ
）
の
敏
理
に
最
も
充
賢
し
た
其
騰
的
解
答
を
求
め
る
こ
と
が

畠
來
る
と
考
へ
て
居
る
。
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禽円

告

一
・
本
會
は
神
棚
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
湖
限
を
設
慧
・

　
せ
ん
、
入
脅
目
希
蜷
の
ヤ
刀
は
山
猟
都
市
空
山
尽
甑
m
申
西
浦
町
弘
ガ
ハ

堂
需
轟
呆
都
折
擬
甜
磨
舟
昌
係
｛
苑
に
規
電
の
命
見
曲
賀
（
年
［
、
〇
二
〇
劉

叉
は
傘
年
五
「
○
闘
）
を
お
獅
込
下
さ
い

「
振
替
口
座
京
都
一
九
五
五
六
番
　
京
都
癒
愚
中
轄
」

［
、
制
目
沸
還
切
九
一
の
蝿
刷
ム
ロ
は
購
門
億
凹
に
「
晶
剛
町
金
切
」
の
印
ゆ
偲
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
緯
込
下
さ
い
、
　
一
年
分
（
又
は
傘
年
分
）

會
袈
は
二
四
と
し
て
．
不
誌
十
二
燈
（
又
は
六
肪
）
の
逡
附
濟

を
以
て
蔚
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
肇
更
其
他
の
憲
幣
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
麓
口
興
の
軸
W
居
入
退
脅
一
4
姥
呼
（
編
集
寮
務
以
外
の
　
糊
脚
）
　
の
寓
・

務
は
弘
晶
久
堂
内
占
球
都
鱈
聯
ず
膏
貝
係
”
へ
郷
蓮
知
下
さ
い

　
、
嵐
丁
望
潮
の
編
集
に
闘
囲
す
る
墨
型
償
甲
・
癌
潔
判
軸
脅
・
寄
寄
…
雌
瞭
魑
一
難
は

本
魯
宛
に
御
逡
り
下
さ
いム尽

京京都
都郡
大耳；哲

二二

交心配
雄羅

鶴書命
殉綴　図

昭
瀦
三
十
4
3
九
月
十
五
罠
印
概

昭
和
三
十
年
九
月
二
十
B
登
行

　
　
　
　
編
集
人

嚢
行
人

印
糊
人

印
樹
冠

磯
行
所

會粛
軍上式
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一八酒代　京
　　　　京

　　　　火
　　　　三哲

　　　　學學・

　　　　部
　　　　内會

　
　
　
註
文
規
定

　
、
會
麟
鍛
以
外
の
購
痛
讃
出
弔
の
御
　
淋
陣
交
及
び
青
蝿
横
奪
に
甑
罰
す
る
件
は

「
弘
女
堂
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
女
は
す
べ
て
代
金
郵
租
共
く
一
部
、
定
償
｝

○
○
畷
・
郵
穐
八
圓
）
前
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
、
特
に
話
求
書
及
び
領
牧
書
等
を
婆
す
る
場
台
は
郵
券
八
圓

を
お
…
述
り
下
さ
い

鴫
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